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１．新学習指導要領によって，授業はどのように変わるか。
2022 年度から，新学習指導要領が実施される。現

在，情報化やグローバル化といった社会的変化が予測
を超えて進展しており，今の生徒が大人になる頃には，
どのような社会になるか予測不可能な面がある。そこ
で，今回の改訂では，どのような社会になろうとも，
生徒ひとりひとりが主体的に対応し，広い視野をもっ
て，自分の人生を切り拓いていけるような力を身に付
けさせることを目指したと考えられる。

新学習指導要領では，授業改善の方向として，い
わゆるアクティブ・ラーニング，「主体的・対話的で
深い学び」が示された。具体的には，「…の資料に基
づいて」,「…の観察・実験などを通して」,「…を見
いだして」という記述が新たに追加された。「基づい
て」は , グラフや表 , 実験・観察のデータから生徒に
知識・技術を習得させる授業を，また「観察・実験な
どを通して」は，科学的に探究するために必要な知
識・技術を習得させる授業を意味している。また「見
いだして」は , 一方的に知識・技術を与えるのではな
く , 生徒が主体的に学習へと取り組む授業を意味して
いる。 

したがって，新学習指導要領に示された授業を行
うには，教材のスタイルを改変するとともに，授業の
スタイルも変えていく必要がある。おそらく，その授
業のスタイルは次のようになると推察される。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

教員から生徒へ，授業のテーマを，場合によって
は実験とその結果や資料に基づいた内容を提示する。

生徒は，ペアやグループをつくり，そのテーマに
沿って話し合い，その「答え」を考える。

ペアやグループで考えた答えを発表し合って，「答
え」を共有する。

リフレクション（振り返り）として，「(1) 学んだこ
と，(2) 理解したこと，(3) わからなかったこと，(4)

疑問に思ったこと，(5) 授業の中で考えたこと」など
を書かせてまとめとする。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

しかし，すべての授業をこのようなスタイルで行
うと，様々な障害が予測される。アクティブ・ラーニ
ング型の授業では ,「主体的に考えること」の定着が
大きな課題であり，生徒に発言させる機会も多くもた
せるため，ひとりひとりの生徒が成果を得るにはかな
り時間がかかる。また，生徒の経験と知識の範囲内で
考えさせるため , 深い学びまで導くことが難しい。さ
らに，アクティブ・ラーニング型の授業に適したテー
マもあるが，明らかに適していないテーマもある。そ
こで，従来型の授業も併用し，短い時間で基礎的な知
識を増やすことが必要となると，個人的には考えてい
る。

２．新しい教科書はどのようにつくられたか。
新しい教科書は，今までの小判 (A5 判 ) から大判

(B5 判 ) になることになった。また，新しい教科書を
つくるにあたり，「対話的な学び」や「深い学び」も
考慮しながら，「主体的な学び」を最も重視して，ど
のように生徒の興味関心を引くかを中心に考えること
にした。

そこで，項の始めにそこで学ぶ目標を掲げて項で
学ぶ内容を示し，目タイトルを生徒の興味関心を引く
ように，「…だろうか？」のような問いかけにした。
さらに，「主体的な学び」や「対話的な学び」ができ
るように，適宜，「考えてみよう」，「調べてみよう」，

「話し合ってみよう」という小さな囲みを設置した。
新学習指導要領にそって，目の導入から資料を示

し，考えることから始まるページもいくつか用意した。
（資料 1）

また，適所に Challenge として，生物学的な思考力
を養うことのできる考察問題を扱っている。（資料2）
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▲資料 3　教科書 p.124　

最後に，教科書を大判化したことで，グラフ・表，
実験・観察に関する資料を豊富に掲載し，かつ細かい
情報の読み取りが可能となるよう大きく掲載すること
ができた。このような工夫をすることで「資料を読み
とる力」を育成することができ，新学習指導要領が求
める「資料から知識・技術を習得」させる授業が可能
となると考えている。

３．全国の先生へのメッセージ
新学習指導要領に即してつくられた教科書といえ

ども，高等学校で学習する基本的な内容は多く，その
すべてが教科書に記載されている。したがって，すべ
ての内容がアクティブ・ラーニングに対応しているわ
けではない。以前からアクティブ・ラーニングに取り
組んできた先生には，さらに多くの指導資料を独自に
開発して，よりアクティブな授業を創造していただき
たいと思っている。

また，アクティブ・ラーニングがあまり得意でな
かった先生には，今まで通りの講義を行う中で，時間
的に余裕ができたとき，教科書の中にあるアクティ
ブ・ラーニング的なテーマを取り上げてみるというの
をお勧めする。思い切って，隣の生徒同士の机をくっ
つけて授業をしてみると，生徒同士が会話を始めたり
して，それだけでも授業が少しアクティブになるかも
しれない。あまり難しく考えずに，できるところから
気楽にはじめてみては？そんな気持ちでこの教科書の
執筆に参加させていただいた。楽しい授業のお手伝い
ができることを，執筆陣一同心から願っている。

▲資料 1　教科書 p.68　

▲資料 2　教科書 p.52

▲資料 1　教科書 p.68　

各章の章末には，その章に関連する特集ページを
設定し，アクティブ・ラーニングの題材となる話題を
提供した。（資料 3）


